
財 務 局 評 価 ・上記評価に同じ。

拡大
充実

見直し
再構築

移管
終了

その他

29年度予算額

426      百万円

情報通信企画部
評　　　価

・今回のシステム改修（オンライン連携、地図機能改善、被害情報取込み）
　は、国等のシステムとの連携対応や総合防災部の基本方針に則った改修で
　あり必要性が認められるとともに、経費についても改修内容に応じた作業
　工数に基づいて積算されており、妥当である。
・その他の運用に係る経費についても、運用実績に基づき積算されており、
　妥当である。

拡大
充実

見直し
再構築

移管
終了

その他

29年度所要額

426      百万円

システム概要
・東京都災害情報システム（ＤＩＳ）は、災害から都民の生命・財産を守り、都市機能の維持を
　図るとともに、災害時に都が被害情報等を迅速に収集・活用し、的確な災害対策活動等を遂行
　するためのシステムである。

課題・問題点
・平成23年６月に画像・映像情報を大量に扱う新ＤＩＳが本格稼動した。
・より迅速かつ的確な災害対策活動を遂行するため、気象情報や地図機能等を一層充実させる必
　要がある。

見 積 概 要
（局評価）

・気象情報の変更に伴う気象庁システムとのオンライン連携改修経費を計上
　する。
・ＤＩＳ地図機能改善（緊急輸送道路係る地図情報の追加）に要する経費を
  計上する。
・被害判読システムへ被害情報を取込む機能に係る経費を計上する。
・その他、システム運用に係る所要の経費を計上する。

拡大
充実

見直し
再構築

移管
終了

その他

29年度見積額

426      百万円

28年度予算額

507      百万円

年度

財 務 局 評 価 ・上記評価に同じ。

拡大
充実

見直し
再構築

移管
終了

その他

29年度予算額

276      百万円

6 東京都災害情報システム（総務局総合防災部） 運 用 開 始 平成 23

情報通信企画部
評　　　価

・制度改正に係る対応経費については、改修実績を踏まえて積算されてお
　り、妥当である。
・現行の運用を踏まえると、リース終了後も継続運用することは、妥当であ
　る。機器更新対応経費については、経費の圧縮を行い、必要となる作業工
　数に基づき積算されており、妥当である。
・その他の運用に係る経費も、実績に基づき積算されており、妥当である。

拡大
充実

見直し
再構築

移管
終了

その他

29年度所要額

276      百万円

システム概要
・職員の休暇及び職免等、旅行命令及び旅費請求等の手続き、休暇等日数管理及び旅費支出事務
　を支援するシステムである。

課題・問題点
・制度改正に迅速に対応していくとともに、休暇、旅費事務の効率化に向け、円滑なシステム運
　用体制を整える必要がある。
・システム機器のリース期間満了に伴い、機器更新を行う必要がある。

見 積 概 要
（局評価）

・制度改正への対応経費を計上する。
・機器更新への対応経費を計上する。
・その他、システム運用に係る所要の経費を計上する。

拡大
充実

見直し
再構築

移管
終了

その他

29年度見積額

276      百万円

28年度予算額

244      百万円

事業評価票（情報システム関係予算）

5 庶務事務システム（総務局人事部） 運 用 開 始 平成 18 年度
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